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阪神噌淡路大震災と文化財の
I 

平

成

七

年

一

月

一

七

日

に

発

生

し

た

阪

神

・

淡

路

大

震

災

は

、

文

化

財

に

つ

い

て

も

末

曾

有

の

大

被

害

を

も

た

ら

し

た

。

あ

れ

か

ら

一

年

。

文

化

庁

を

は

じ

め

全

国

か

ら

の

温

か

い

ご

支

援

を

受

け

て

の

復

旧

へ

の

取

組

み

の

状

況

を

ご

報

告

し

た

い

。

印

被

害

状

況

兵

庫

県

内

の

文

化

財

の

被

害

は

、

国

指

定

四

四

件

、

県

指

定

五

四

件

r

市

町

指

定

四

一
l

一
件
、

二

、

文

化

財

関

係

一

、

は

じ

め

に

勺与ふ— r、

宝塚市の八幡神社本殿（重要文化財）

被

害

総

額

は

、

指

定

文

化

財

だ

け

で

八

0
億

円

以

上

に

も

達

す

る

。

中

で

も

、

全

壊

し

た

旧

神

戸

居

留

地

十

五

番

館

、

三

四

棟

に

被

害

の

出

た

神

戸

市

北

野

町

の

「

異

人

館

街

」

や

約

九

割

が

全

・

半

壊

し

た

「

湊

五

郷

」

の

酒

蔵

群

な

ど

、

建

物

に

顕

著

な

被

害

が

見

ら

れ

た

。

⑰

文

化

庁

、

各

都

道

府

票

等

か

ら

の

支

援

こ

の

よ

う

な

甚

大

な

被

害

に

対

し

、

兵

庫

県

か

ら

の

要

請

に

応

じ

て

、

文

化

庁

及

び

各

都

道

府

県

等

か

ら

次

の

よ

う

な

支

援

を

い

た

だ

い

た

。

①

被

害

状

況

の

把

握

震

災

後

間

も

な

い

一

月

二

五

日

か

ら

建

造

物

関

係

、

一

月

三

一

日

か

ら

美

術

工

芸

品

・

民

俗

文

化

財

関

係

の

文

化

庁

調

査

団

が

そ

れ

ぞ

れ

県

内

に

派

遣

さ

れ

、

被

害

状

況

の

詳

細

な

調

査

に

当

た

ら

れ

た

。

②

文

化

財

レ

ス

キ

ュ

ー

事

業

被

災

し

た

動

産

文

化

財

等

を

緊

急

に

保

全

す

る

た

め

、

文

化

庁

の

提

唱

に

よ

る

兵

庫

県

と

の

共

同

事

業

と

し

て

、

文

化

庁

施

設

等

機

関

及

び

文

化

財

。

美

術

関

係

団

体

の

協

力

の

も

と

に

「

阪

神

・

淡

路

大

震

災

被

災

文

化

財

等

救

援

委

員

会

」

が

設

置

さ

れ

た

。

二

月

一

七

日

か

ら

四

月

―

―

七

日

ま

で

の

七

0
日

間

に

、

指

定

文

化

財

を

含

む

仏

像

、

古

文

書

等

一

六

件

の

レ

ス

キ

ュ

ー

と

博

物

館

等

へ

の

一

時

保

管

が

な

さ

れ

た

。

の

埋

蔵

文

化

財

包

蔵

地

が

被

災

を

受

け

た

。

図

文

化

庁

、

各

都

道

府

票

等

か

ら

の

支

援

被

災

地

に

お

け

る

復

旧

・

復

興

事

業

の

推

進

と

埋

蔵

文

化

財

の

保

護

と

の

円

滑

な

闊

整

を

図

る

た

め

、

文

化

庁

等

に

要

諸

し

た

結

果

、

次

の

よ

う

な

措

置

が

『

開

じ

ら

れ

た

。

①

埋

蔵

文

化

財

の

取

扱

い

の

弾

力

化

文

化

庁

か

ら

の

二

回

に

わ

た

る

通

知

に

よ

り

、

ま

ず

、

平

成

七

年

五

月

末

ま

で

に

着

工

す

る

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

の

復

旧

等

の

緊

急

を

要

す

る

工

事

に

つ

い

て

は

届

出

・

通

知

が

不

要

と

さ

れ

、

ま

た

、

六

月

以

降

に

つ

い

て

も

、

発

掘

調

査

は

地

下

遺

構

を

損

壊

す

る

場

合

に

限

っ

て

行

う

な

ど

、

弾

力

的

な

取

扱

い

を

と

る

こ

と

と

さ

れ

た

。

②

埋

蔵

文

化

財

専

門

職

員

の

派

遣

兵

庫

県

埋

蔵

文

化

財

鯛

査

事

務

所

に

復

興

調

査

班

を

新

設

す

る

と

と

も

に

、

文

化

庁

・

自

治

省

の

協

力

に

よ

り

、

全

国

か

ら

三

五

名

（

平

成

七

年

六

月

一

日

か

ら

二

五

名

、

一

0
月

一

日

か

ら

さ

ら

に

一

0
名

）

の

専

門

職

員

の

派

遣

を

受

け

、

県

の

受

託

事

業

（

三

田

市

。

有

鼻

遺

跡

ほ

か

）

や

、

市

町

事

業

へ

の

支

援

（

神

戸

市

・

大

田

町

遺

跡

ほ

か

）

に

当

た

っ

て

い

た

だ

い

て

い

る
（
別
掲
）
。

③

発

掘

調

査

経

費

の

確

保

中

小

企

業

が

行

う

事

業

等

に

係

る

発

掘

謂

査

（

兵

慮

県

教

育

委

員

会

社

会

教

育

。

文

化

財

課

長
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四

、

お

わ

り

に

山
田

も

国

庫

補

助

対

象

に

加

え

ら

れ

た

。

道
夫
）

二 三成等路千じ補

八埋 (1) 'がの大億ら助国③

〇蔵被埋行修震円れ率指財

遺文害蔵わ理災のたを定政

跡化状文れ費復規ほ原文支

‘財況化ての興模か則化援

約関 い所基で‘二財措

ニ係 財る有金設地 0 の置

五で 関。者 L け方％復

四は 係 負にら交嵩！日

ヘ‘ 担よれ付上に

ク神 のりた税げつ

夕戸 二 ‘・1 等 す い

l 市 分指闘をるて

ルを の定阪も措｀｀

の中 一文神と置通

周心 の化。にが常

知に 助財淡六講の
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文化財レスキュー事業（神戸市・薬師寺仁王像）




